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Abstract
Since late 2009, many people have started talking about e-book. It was the influence of 
“Kindle” in United States. Now people mention about e-book even more since the appearance of 
“iPad”, released last January.
I was also present at the establishment of one publisher specialized for e-book in last March.
And I helped the publisher to make the “picture e-book” for children.
I will keep informing you about the experience I had regard to publish the “e-book”. And I 
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ハードウェア、例えば Amazon の Kindle や、
Apple の iPad で読むものであるといって良い。
データの基本はテキストデータである。アメリ
カでは現在、Amazon の Kindle で表示するた
































て JPEG 画像や PDF などにしてしまうやり方
である。こうすれば、画面上でページをめくる
























の端末の草分けが Amazon の Kindle であり、










示できないが、SONY の Reader でも、iPad で
も読める。一方 Amazon は、iPad 用のソフト
ウェア Kindle for iPad を無料で配布しており、
このアプリケーションを使えば、Kindle 用の
電子書籍を iPad で読むことができる。一方
































































































































































































































なって電子書籍に参戦した Apple は、iPad で
販売した電子書籍（アプリケーションも含む）
を、他のアプリケーションと同様に一律30％の
手数料で販売すると発表。後に Amazon も条
件付きだがこれに追随したため、このことが「電
子出版は印税率70％」とセンセーショナルに伝
えられたゆえんである。
　通常の書籍であっても、出版社から取次に卸
す際の取引条件は70％前後が普通であり、その
後出版社が人件費や営業経費、流通経費などを
引いて、作家には10％となるのだから、電子出
版に関しても、すべて作家が一人で行う自費電
不規則に動いているように見える動物。すべてプ
ログラムによりコントロールされている
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子出版のようなスタイルならともかく、間に会
社組織が入れば、70％全てが作家の印税になる
はずはない。ただ、電子出版の場合、在庫や物
流コスト、返品ロスが一切ないことから、印税
は10％を大きく超えるのが普通だろうと、多く
の作家が希望的に捉えていたのである。
　また、印税率の問題と切り離せないのが初刷
部数の問題である。電子書籍は、ダウンロード
で販売するものであるために、初刷部数という
概念が存在しない。これまでの出版の場合は、
仮に１万部刷った書籍が3000部しか売れなかっ
たとしても、作家は印刷した１万部分の印税を
受け取れる。このリスクは出版社が負っている。
ところが電子書籍の場合は、3000部しか売れな
かった場合は、作家も印税は3000部しか受け取
れない。つまり常に実売印税なのである。この
場合、ある程度の部数を想定して、作家に印税
の前渡しを行えば良いのだが、この部数をどの
程度に見積もるかというのも、今回は難しい問
題だった。第１作目で売れ数の予測を行うこと
などほとんど不可能である。なにより電子書籍、
とりわけ電子絵本という分野のタイトルがどれ
くらい売れるのかというデータなどどこにもな
く、さらに iPad が今後どれくらい普及するか
もまだ未知数の世界だからだ。
　彼らが絵本作家であるわらべ氏と交渉したと
きに、これらの問題について合意を得るまでに
はかなりの時間がかかったが、最終的には合意
に達することができ、企画は成立となった。合
意した印税率などをここで明らかにすることは
できないが、モデルケースとしては意味のある
合意内容だったのではないか。
　しかし、今後電子出版についての妥当な印税
率について、関係者にある程度のコンセンサス
が生まれるまでにはまだだいぶ時間がかかるで
あろう。今回のケースも一つの実験的な取組み
であり、彼らも、今回の合意内容を今後すべて
の作品に適用するとは考えていない。印税率の
問題ひとつをとっても、まだまだ流動的で、た
とえば、文芸もののように、編集者の関与があ
るとはいえ、作家がほとんどすべての原稿を作
成し、電子書籍化に当たってはデータ変換程度
で出版に持ち込めるようなものに、作家の印税
率が10％ということはありえないと思う。ただ
し、これが35％なのか50％なのか、また完璧に
実売印税だけで行くのか、アドバンスを絡めた
形の契約が主流になるのか、この部分は、数多
くの会社が実際の事例を作りながら着地点を模
索するしかない。これらの問題は、今後電子出
版を扱う版元と作家の間で常に議論され、当事
者が頭を悩ませる問題となるのではないだろう
か。
３）学生の反応
　さて、制作の過程において、今回の作品のプ
ロトタイプを本学の学生にレビューする機会を
得た。さらに、出版物の動向と編集のあり方に
ついて研究する講義科目では、「電子書籍と本
の未来について思うこと」のレポート提出も課
した。以下、このレポートに表現された特徴的
な考えを概観する。
・紙の本はなくなってほしくない
　「電子書籍 VS 紙の書籍」という観点から多
くの意見があったが、総じて「紙の本にはそれ
しか持ち得ない価値がある」「風合いがある」
という意見が多く見られた。つまり、紙の本が
なくなってしまい、すべて電子書籍になるのは
「寂しい」「もったいない」という現状肯定の意
識である。また、電子書籍も紙の本も、どちら
も良さがあるので、将来は共存して欲しいとい
う意見もあった。
・電子書籍は紙の代替ではなく新しいメディア
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である
　今の紙の書籍とは全く別のコンテンツとして
捉えるべきであるという意見も目についた。電
子書籍は、販売方法がこれまでの方法とは大き
く異なり、そのために販売手法、宣伝手法、読
者がその存在を知る手段などもこれまでの紙の
本とは大きく異なるだろうという意見も数多く
存在した。さらにその考えを進めて、これまで
紙の本は作家と編集者だけが関わって商品化さ
れていたが、これからはネットなどを通じて、
そのような過程がオープンになり、世界中の読
者が審査員となりうるという未来像を語ったも
のや、個人個人が自分の好みのものをネット空
間で発信することが電子書籍のプロモーション
となる可能性、いわゆるソーシャルフィルタリ
ング（ソーシャルキュレーション）に言及した
ものもあった。
・現状の販売システムに関する危惧と、電子書
籍への危惧
　現在出版業界としても問題となっている、書
籍の流通、販売についての意見も多かった。今
の書店では目当ての物が見つけられない、探す
のが苦痛となっているため、良い本が埋もれて
しまっているという考えである。電子書籍にな
ると、様々な手法、特に前出の個人が情報を発
信することで販売につながるために、このよう
な状況が改善するのではないかという意見であ
る。一方、電子書籍となると、売上がすぐにラ
ンキング化するために、かえって売れるコンテ
ンツだけしか目にしなくなり、今の紙の本のよ
うな多様性が失われるのではないかとする意見
もあった。
・人間の創作の幅を広げる可能性
　これまで紙の本は出版に至るハードルが高く、
作家としてデビューするのはごく一握りの人間
であったが、電子出版の場合、自費出版的な作
品でも簡単に出版することができるようになる。
そこに新たな創作の可能性を見出しているとい
う意見も散見された。一方、そのことによるコ
ンテンツの質の低下に言及した意見もあった。
　自由記述としたために、これらの意見を定量
化することはできないが、電子書籍に関する一
般的な考え方はほぼ網羅されているように思う。
あまり予備知識を与えずに課したレポートで
あったが、短時間のうちにこれだけの意見が出
てくることからも、今電子書籍というものが非
常に大きな興味、関心の対象となっていること
が伺えた。
７．電子出版の今後
　さて、このように現状日本では学生レベルに
おいても電子出版に関しては相当な関心が持た
れており、今年2010年は日本の電子出版元年と
する見方も多い。今年が本当に元年かどうかは
後に歴史として振り返る必要があるだろうが、
今、何らかのターニングポイントに差し掛かっ
ていることだけは事実だろう。地球環境的な観
点からも、これだけ紙を消費する出版という産
業が、電子データの流通に置き換わっていくと
いう流れは、この先必然的に逆戻りするという
ことはないと思う。だからといって、紙の本の
出版が急に消滅するはずはないが、電子化のト
レンドはもう止めようがないのも事実だ。つま
り、電子書籍は、紆余曲折するかもしれないが、
大局的にはこれから確実に普及していくと考え
ている。要は、いつ頃になったら、人は電子デ
バイスの上で普通に活字を読むようになるのか
ということである。これが５年後か、10年後か、
50年後か、それとも100年後なのかはわからな
いが、2010年という年は、グーテンベルグの印
刷機の発明以来発展してきた出版産業が、その
有り様を根底から変える最初の具体的変化が起
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きた年として記録されることになるのではない
かと思っている。
　インターネットの商用利用が一般化したのは
1994年頃のことだったが、それから５～６年の
うちに、ありとあらゆるネットサービスが登場
しては浮き沈み、また合従連衡して、2000年頃
にはネット関連企業、サービスには大手と呼ば
れる企業が存在していた。電子出版の世界でも、
おそらくこれから５～６年のうちに大手、ベン
チャーが入り乱れて様々なトライアルが行われ、
その中から2015年頃には新たな業界の構造が見
えてくるのではないだろうか。そのとき日本の
電子書籍の配信プラットフォームのプレイヤー
が、Amazon、Google、Apple などのアメリカ
の IT 企業になっているのか、それとも日本独
自のプラットフォーマーが現れているのかはわ
からない。ただ、コンテンツを供給する出版社
という存在は、今とは違うスタイルになったと
しても存続するだろうし、むしろこれまでより
も参入障壁が低くなることにより、多様な出版
社が存在し得る状況が到来する可能性が高いだ
ろう。そして、このタイミングに船出する、小
さいがきちんとしたコンテンツを創りだす出版
社に、これからも具体的な関与を続けながら、
歴史的変化を体験していきたいと考えている。
